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なってはならないとする考えから、人間の尊厳(§ 1 Abs.1 S.1 GG)が公正な裁判原則の根拠の一つであるとされる。更に、人間の尊厳を前提とし
た刑事手続の実現は、ドイツにおける国家目標の一つであるとされることから、公正な裁判の実現は法治国家原則の重要な要素の一つであると考
えることができる(§ 20 Abs.3 GG)。以上のように、ドイツにおける同原則の国内法的根拠として、基本法 1 条 1 項及び 20 条 3 項を挙げることが





























自由権規約 14 条及びヨーロッパ人権条約 6 条において示される「公正な裁判原則」、すなわち刑事手続における最低限基準と、わが国の刑事手続
における現行法制度との乖離を埋めていくことについて、真剣に検討し立法等問題解決のための具体的な措置を講じていく必要がある、としてい
る。 
以上、大きなテーマを扱い、細部にわたっては十分詰め切れていない箇所が散見されるものの、国際人権法、憲法、刑事訴訟法の他領域にわた
る横断的考察に果敢に取り組み、一定の成果を導き出した点は、今後の発展可能性を大いに感じさせるものであり、審査の結果，本論文の著者は
博士（法学）の学位を授与される十分な資格があるものと認められる。 
